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インドに旅して

一村ヨｰロッパの物現探査一

(その2)

㌣由イ'｣｣一九1講

㌧^イ回､

早川正巳

南イン洋では霧月の声を奮くと共に翼休みにはいる｡

そして潟一属と籍窓がきびしくなりそれは嬉月末の酷

繋の盛聾漢でつづく再その時ダ)淑度は帥･平均通ポC

(室内)漢凄にうだるよう匁どこるか肌をさす痛みを

参えおぼえ葛籍さであった岨

6月末の新しい学年始めまで続くこの3月半以上の夏

休みは一般のインギの人たちにとってはもっぱら暑妻

から身を凄もる休恩のために与吏られ淀ものであるが

私にとっては瀦籍を瀞1ねた旅行や共岡研究の準備などに

利用すべ巷凄妻紀かぎ入れ縛であっ次串

ひる閥はとても薯いので瞳眠をとらなければ身体に審

があるが夕方から彼申にかけては鮒邊c蜜たはそれ以

下ぽ漢で温度が下がリ快的ぽ仕事がで巷た咄そして驚

月始めは蜜だハイデウバｰドでも暑さヌ)ミ辛抱で慈たので

飾固もちよっとふれたように亀冷の仕蔀に着芋し淀苗

談ず新たにドイツのアスカ㌫ヤから輸入した蟹カ計

眺一∬についてテストをげ匁った岳はじめのζるは

スプリングのドゥリフトが大きかったが次第におさまり

半月もするころにはo,1mga1/day以下になった.学生

といっしぶ紀徽夜観測をやっている途中で遠地地震に見

舞われたこともあった.12月になってからこの重力計

の中紀殿蟹窓れていたdifferentia1photo･ce11を別の

慧a1惚蜘搬紺につなぎ手作りの自記記録装置にして

地殻潮汐の観測も始めたが当座は野外の藍カ測定に使

用した.

磁気については永岡武教授ク)著歎垂賄映賄騨鮒搬亜理

にしる畜れている要領に従って瑞:磁率自然残留磁性

(N由見帆)1熱残留磁性(γ鼠眈)の測窟装1置を殿

計し組立ててみた.材料を等ぽ入れるのに多少骨を折

っ彪がとも角どう紀か仕上げるζとができ花､ただ

汎見脈測定装置をつくるの紀紙鮒虻搬騨繊を作

ることが松か征かう漢くで慈ず大分苦労した由これら

の測定裟蟹は緯に岩有磁気の渕定にとど談らず後には

跳細⑪m鵡舳重童嚢mの研究紀屯利用されることぽ扱った拙

㎞方賢本をたつ時汎孤cの葉振欝(怨鰯曲棚餐)

を持っていったので増幅静を組めば人工地驚計を紐立

て魯冷の実験がで密ると思い鍛も糊単な周折式増幅

器にフイノレタｰだけを組入れたものを設計して作ってみ

た.ところがやはり小さなトランスを手に入れること

India血IllstituteofScienceの創立者J.N.TATA

I皿dian1nstituteofScie皿ceの本館(バンガロｰ)�
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はむづかしく結局屈折用の低い周波数のフィノレタｰ

を作るため大き恋重いトランスを使わざるを得なかった

のである.こんな持つくづく弱電関係租どの工業カの

高い日本がなつかしく思い出されるのであった.真空

管･抵抗なども目立やN｡且C.などのすぐ手にはいる

ものを使った.

ここでちよっとよりみちになるがい桂かを旅行して

みて日本製品の存外多いのに気がついた.たとえぱ

いなかでずい分古い先端のとがった長い電球を使って

いたので螢光灯があたり前の現在ちよっとなつかし

く思って眺めていたらrこれは日本製品ですよ｣といわれ

よく見たらマツダの印がはいっているといったような

ことによく出くわした.

語をもとへ戻してやっとのことで増幅器を作り受

振器につなぎオシログラフでしらべてみた.結果は割

合よかったがさきほどもいったようにばかでかい増幅

器で私自身あまりよいできとは思わなかった.私カ茎枢

ぜへたな自分をもかえり見ずこれらの実験を行なったか

といえばそれは前回も述べたようにインドの一般の

人たちが物ごとの基礎や途中をはぶきもっぱら結果を

早く知りたがるということに対して白ら範を示すため

であった.これらの地球物理的な実験装置を作る一方

私はすでに!ミラクリシュナ博士がノ･一バｰド在学中パ

ｰチ教授指導のもとに測定してきたインドの花開岩や玄

武岩中の地震波速度の資料を見る機会にめぐまれた.

それによるとデカン高原の玄武岩やまたその束の花

㈱岩地帯ダ)岩石グ)地震波速陵が…氣庇ジ)もとでも7

腕/蹴近く蜜で凄)紬)にはい窓さか驚い匁､なおこ

れについては籔カによる速度増加ぎ)出線を刷いて後にい

るいるの険討を行匁った,

私は休暇申に乎索忙しすぎてで書ないような色冷の仇

剖こも着手した出たとえばインドの言葉で欝いた教

科害を作るという計画ぽ脇カして私も淀の窯れてザ火

阯という本愛護いたり(もちるん秘が英語で欝いで大学濠)

人がヒンズｰ講にほんやく)インドの人たちに浸本語を教

えたり各所で頼漢れた小き腹鰭演をし次り他評)欝き

ものをする祖ど多忙にしかし元気で愉快に夏休みの前

半をおくった.そしてかれこれしているうちに4月末

になってしまった.もうこのころになると始めにも

ふれたように目中はきびしい暑さとなってきたので計

画通り避暑をかねての見学旅行に出かけることにした.

5月はじめハイデラバｰドから南400kmのバンガ

ロｰ(Bangalore)に移った｡ここで約1ヵ月涼しい夏

休みをエンジョイすることになる.南に避暑するとい

うことはちよっと変にきこえるかも知れ狂いがここは

高原というより山岳地帯になっており標高1,200㎜以

上ぐらいの高さで目中でも20～3ぴC夜中には15～20｡

になるのでとてもすばらしい気候を楽しむことができ

た.それにここは文化的にもインドにおける1つの中

心をなしており有名たIndianInstituteofScience

やRamanInstituteなどの有名な研究所もこのハンガ

回一にあつまっている･また日本との協力で精工杜

の工場などもこの土地にできるようにきいた.

微雛雛獅筑塗(ハンガ蘭一)

繍鑑口)勲{儀難獅多色室茎(ハンガ嘗一)�
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パガパンタム教授の邸宅(バンガロｰ)

ここへくる途中ノ･イデラバｰドを出てからしばらく

の間空からの眺めはすばらしく一といってもそれは日

本とは全くちがった意味での一見渡す限り花開岩の風化

した赤茶色の土(犬高原)と空のみ見える大自然でそこ

には一点の雲もなく晴れ渡っていたのであった.そし

てそれがバンガロｰの山岳地帯に近づくにしたがい雲

がではじめ次篤に日本の空によく見られるような入道

雲があらわれバンガロｰ近くでは遂に雷雲中に飛行機

がはいってしまった.い柱ぴかり雷鳴のとどろく中

を機体ははげしい動ようを感じいささかのスリノレを感

じながらも私には日本出発以来4ヵ月以上一滴の雨も

見なかっただけにとてもなつかしく感じられた.

ンガロ』一滞在中はずっとバガバンタム1専士のお宅でお世

話になることにした.インドではバガバンタム1専士は

学界の大御所であるが博士はバラクリシュナの厳父に

当るので彼からすでに私の仕事ぶりをきいていて一面

識も放い私をかくももてなして下さったのであろうか

と感謝した.

バガバンタム博士の家はなかなか豪華なもので写真

でも見られるようにテニスコｰトやプｰルもあり庭に

は美しい色とりどりの百花が咲きみだれ夕景は一段と

美しく夜ともなれば澄みきった空に数千の星がまたた

きまさにこの世の天国といってもよいほどであった.

ここは北緯10｡であるから北極星はほとんど水平線近く

に見え南の国へきたことを如実に物語っていた.

夕食(ふつう8時)前庭に出てバガバンタム博士は

じめ家族の人たちどお茶(紅茶りサナやヶ一キなど)を

たのしんでいると木からサルが私たちのすぐ側におり

てきていっしょにバナナを食べ始めた.おどろいたこ

とにサルは少しもいたづらもしなければ入見知りもし

粗い.それは人間の方でも彼等ぽ危害を加えないこと

を知っているからであろう.サノレのほかリスやトカゲな

ども人なつかしげにチョコチョコ出てきてはしぱらく

遊んでまた古巣へ戻ってゆく.

バンガロｰでは飛行場にIndianInstituteofScience

の所長をしている弾性論で有名なバガバンタム夫妻

(Prof.S.Bhagavantam)の出迎えを受けここでもレ

イをかけられ大へん恋歓迎の言葉を受けた.そしてバ

私はバガバンタム邸にお世話に放っているうちにイン

ドのVegetalianの食事に次第になれてきた.インド

到着当座はインド料理といえば辛くて荏かなか私だら

の口にあわないものときめていたカミどうしてどうして

バガバンタム教授邸の庭園

同左�
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よく味わってみれぱなか在か乙恋ものであることが分っ

てきた.Vegetalianの食事は主食として米･メリ

ケン粉を使う.それにジャガイモ0ナス0キャベツ｡

玉ネギなどをヤシ油でいためコショウで味をつけるの

で日本の精進料理よりははるかに油が多いよう放気が

する.メリケン粉も水でねって野菜を加え薄く油でいた

めて日本でいういわゆるミおこのみ焼ミのようにして

食べるのである.竜)ちろんバンも食べる.また食後

牛乳で作ったお菓子やマンゴｰ｡スイカ'メロン籟バ

ナナなどを豊富に口にする.それに牛乳をたっぷり入

れた紅茶を朝から何べんも飲むので栄養の点からいっ

てタンパク･デンプン･含水炭素等に不足は狂い.

さて話を研究所に戻そう.ニュｰデリｰには有名

たNationalPhysica1Laboratoryがあるがそれと枚ら

んでこの南インド･バンガロｰにあるIndianInstitute

ofScienceはインド有数の大切な物理･化学の研究所

である.そして現在インドの第一線で活躍している

科学者は大なり小窓りこの研究所に関係を持っている

有名なタｰク財団の元祖J.NTata(1859-1904)が人

類の繁栄は基礎学問の進歩にあるとして1889年このよ

うな研究機関の創設を思い立ったのであった.しかし

当時の環境は必ずしもこのよう荏企てに有利ではたく

結局息子の故タｰク卿(theLateSirD.J.Tataandthe

L･teSirR.J.T･ta)の代にたってこの夢は実現し政

府の後援を得て1906辛有名な化学者M.W.ドゥラバｰ

ス(Dr.Mor.isW.T･･vers)が初代の所長に任命され化

学部門の研究が開始された｡

マイソｰルにある宮殿

その後幾代かを経てラマン効果で有名なノｰベル受

賞のC.V.ラマン教授(D･｡C.V･Ram･n)が1933竿イ

ンド人としては始めての所長に任命されるにおよんで

物理部門もこの研究所に加えられ以後インドの著名な

学者が歴代の所長に任命されいくつかの応用部門が順

次追加されて今日の繁栄をきづいたのである.

イギリスの支配下にあって重要なホストにインド人が

おかれなかった時代にこのずばぬけた物理学者が抜て

きされそのような空気の殻を破った当時の物語りは涙

なしにはきけないものがある.

同研究所は1959年に50年祭を迎え特別出版(Go-den

Jub11eeRese趾｡hyOlum1909-1959)が出されている.

現在この研究所には次のような部門があり157名

(約10名の外人を含む)の所員と434名の研究員ほかに

127名のパｰトタイム研究員が研究を行枚っている.

インドむ)宵沓(wイソｰル)

心い激鐘(汽一ソｰル)�
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Depart則慧ηtOf夏滋む吏慧数がC籔むaPわySiC淺至Cわ酬篶三Stry

(燃機地学1物理化学郷門)

Depa打㎜e敏｡童Orga篶kCh琶mistry

(複機化学都門)

D澄脾㌶狐e賊｡童概｡曲懲搬童嚢定W

(生化学郷門)

D即鮒腕慧泄械凶那童鱗

(物灘学都門)

賄鮒鰍鮒簿童雌yL沁鮒敏Φけ

(雑学繍閉

恥置節㈱概1碗篶曲搬至簑野L沁鮒繊倣y

(灘灘蝉部門)

D郎鮒寛瀬棚を械A岬至童納鮎繊細餐鰯級地嚢

(感熊数学繍㈹)

脳貧銚室鮒慧貼艶鮒曲L曲｡胞童鮒y

(所長1の研究室)

DepartmentofAeronautica1Engineeriηg

(航空工学部門)

��牴浥�潦����潭��楯�湧楮�物湧

(内部燃焼工学都門)

��牴浥�潦�����

(冶金学部門)

D澄partmentofPowerEngineering

(動力部門)

��牴浥�潦�散�楣����楣慴楯�湧楮�

敲楮最

(電気通信部門)

Dep鮒肺e砒｡fChemicalTechno1ogyandChe-

miC註1肪g亘neering

(化学工業部門)

それぞれの部門で荏かたかよい仕事をしているがその

中でも私の印象に残っているのはラジオ天文学における

観測および研究｡三次元の光弾性実験･結晶の熱伝導測

定･弾性波速度測定と大げざ恋高圧放電の実験等である

また図書室にはプリンチピアのコピｰ'など重要な図書

だけでも58,O00巻が蔵書されほかに数多くの著名狂図

書雑誌を見ることができる.

私はインドの他の部分を見るにおよびその余りにも

貧當の差のはたはだしいことまた学間の世界にも上下

あることを目のあたりに見せられて驚いたのである.

イギリスのエリザベス女王が1960年2月インドを旅行さ

れたがその時もいくっかの他の予定を変更してまでも

やはりこの研究所は訪問されたくらいであった､

私はバンガロｰ滞在中にこの由緒ある研究所へ招かれ

て数回特別講義や討論会(地震探査･インド花嵩岩の弾性

波速度｡日本の地震学･地球内部構造論等)を行なう光栄を

になったのである.

この研究所から距離にして数百米のところに世にも

有名なラマン研究所がある.私は一目ラマン教授を

バガバンタム･バラクリシュナ両博士と共に訪問した.

バガバンタム博士はラマン教授がカノレカッタでラマン

効果を発見した当時の学生で教え子にこのよう放優秀

狂人たちがラマン教室から育ったのである.(アンドウ

ラ大学のマハデバン教授もその一入)

さてラマン卿はすでに70の坂をいくつか越し.ている

が例の人なつこいタｰバンを頭につけて至って元気よ

くこころよく私たちを玄関に迎えられた.表面だっ

た形式ぎらい荏教授であるが私たちには親切にさっそ

くみずから前後5時間にわたり研究所内を案内された.

光学や基礎物理に関する研究室のほかすてき在鉱物

標本室があるのに思わず目をみはった.ヒスイ･ルビ

ｰ･サファイア等の宝石のほか放射性鉱物が鐙光下に

おかれていて暗夜にまたたく星のように美しかった.

教授は最近人間の目にうつる光に関する新しい法具1｣

籔一一

'繋
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マィソルの公園

インドの東海岸(ウオルテアｰ)�
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を発見しそれを近くインド放送で発表されることにな

っていた.いろいろとその内容を私に説明しながら

今でも毎日研究室で勉強していると付け加えられ私は

その努力とまた精力的たことに感激した.

はるばると日本からきて研究所を尋ねたことに非常な

好意を示され｢日本の地球物理学者の皆様によろしく伝

えて下さい.日本の地球物理学者は幸福だ地震や火

山爆発があると思えば津浪や台風もやってくる.ひど

い言い方かも釣れぬがあきることなく勉強の材料が次

から次へと新しくころげこんでくる｡それにくらべれ

ば南インドの大部分は古生代とか太古代の地質で余りに

安定しすぎている｡将来はもっと目印の学者の交流が

望ましい｣と激励された.別れぎわに写真のフィルム

があいにくきれていたのを兄て早速記念に私のメモに

サインされた.

ここでちよっとしるしておきたいことがある､それ

はこの月テリｰで大地震がありそれによる津浪が日本

の東北地方東海岸をおそったことである.私は心から

被害者の人たちのめい福を祈った.一方例の手をつけ

た(当時まだ自記記録装置にしていなかった)重力計の観測

を(この月私はハイデラバｰドを留守にしていた)休んだこ

とがいつまでも残念で柱らなかった･

バンガロｰ滞在中のある目そこからさらに南西100

㎞の所にあるマイソｰルに旅行する機会が与えられた･

マインｰノレでは南インドの代表的なお寺を見ることがで

きたがそのほかにここには有名なダムがありその下

にこのダムの水を利用したすばらしい湖や噴水･大庭園

があり夜はもろもろの色で飾られた噴水の水がまる

でオトギの国のようなうっとりとする光景を見世てくれ

た･またマインｰノレには音からの芸術品をおさめて

ある博物館や動物園があり大きな蛇や象また大虎にも

お胃にかかった･このマイソｰルに行く途中に昔の教

会があった｡イギリスの植民地時代に建てられた誠に

立派なものであった.

バンガロｰ滞在中私は世にも珍しいインドの生神様

(サイババ)にお目にかかった.それは不思議なカを

持一⊃ており大へんな予言者で遠方の人のこともいい

あてるのである｡人々はこの生神様のことを聖人と呼

んでいた.

さて私は6月はじめノ･イデラバｰドに帰ってきた.

飛行機がハイデラバｰドの飛行場につきドアｰが開かれ

るとムｰツと熱い空気が機内に流れ込んできた.ま

だ目中は40丁近くもあったが6月下旬から始まる新

学期の準備や旅行前に手をつけた実験｡研究などをおし

進めるため私はふたたびこの暑い都で仕事をはじめた

時たまたまインド共和国大統領ラジェンド･プラサ

ド博士がニュｰデリｰから国内巡遊の途次ハイデラバ

ｰドに立寄られた､ここには大統領の離宮(パレス)

がありここで休暇をとられるのが年中行事の1つにな

っているがこの年はニュｰデリｰがとくに暑くすで

に50て近くの目があって国内で日射病のため300人

からの死者が出たほどでいつもの年より少し早目に国

内巡遊をされたのであった･

私はここで大統領のパｰティｰに他の外国人や著名な

人々と共に招かれたがその後ふたたび私はごく少数の

南インドの文教につくした人々の1人としてパレスに

1鱒鱗

鰯1残

謂

磁

磁

轟

譲

鰯譲圭一1

､灘葵

一難難一篇繍､真董

ンドの東海岸(ウオルテアｰ)

東海津のジ青ングル地帯�
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あらためて招待された.これは光栄なことで個人的に

謁見を許されたわけである.その際大統領からは

r南インドの文化につくしてくれて有難うこれからも胃印の

文化交流に力をいれてほしい｣との言葉がありかたい握

手をかわして激励を受けた.つくづくと母国の皆様の

ご後援に感謝したのであった.

6月末になると新年度の第1学期がはじまる｡入学

式･始業式が行なわれそのころに衣ると私は色々の会

合で司会祖とさせられるようになった.英語の方は特

別にうまくなったとは思えないが要領をのみ込むこと

は上達したようである.おかげで自宅で度々パｰティ

ｰも開けるようになった.

新しい学年では私は物理探査と地球物理の講義を受持

つことになりふたたび新しい学生を通じて活動を開始

した.7月にはいると雨期がはじまる.それは日本

のつゆのようにしとしとしたものではなくはげしい雷

雨を伴い大量の雨が2時間ぐらいつづけさまに降る.

これが1同数回くり返されこのような目が3日ぐらい

続くと1目天気となりふたたび同じよう枚繰返しが約

2ヵ月ぐらV･つづくのである.はげしい降雨のため普

通の長靴では歩けない.私は幸い毎日大学の車で送り

迎えされたが多くの人にはバスが唯一の交通機関であ

った.

私の講義は物理探査の方はもっぱら地震･重力およ

び磁気的方法地球物理の方は地震学｡火山学を主とし

特別講義として地球内部構造に手をつけた一演習では

種々の測定技術関係のほかに走時曲線の解析･地殻潮汐

｡インド花陶岩中の地震波速度の解釈等の問題に力をい

れた.また折をみて地球物理のための微分方程式の講

義も行なった.私が非常に愉快に感じたことは東大

の渡辺武夫教授がかってこの地を訪間しこの大学で火

山の講演をされたことをしばしば人々から聞くことで

あった.その時の火山のスライドは非常に印象的であ

ったとみえる.

9月半ばになると第一学期も終り2週間の学期休み

にはいる･ある目私はノ･イデラバｰド郊外の有名校

観測所(ネザｰムオブザバトリｰ)を訪れた､日本出発前

東大で坪井忠二教授のところでCa1itechのリヒタｰ教

授にお目にかかった時このノ･イデラバｰドの観測所の

話が出たので音び訪れてみたいと思っていたのであった

地震の観測所は天文台といっしょになっていたが地震計

はミルンショｰ型水平の二成分だけを遠地観測用に使

っていただけであったので私は大切な場所であるから

ぜひ三成分型の地震計を設置するようにすすめた.

この秋休み中に私は招かれて東海岸(ハイデラバｰドか

ら東々北50脈㎜)のウオルテァｰ(Waltair)にあるアン

ドゥラ大学(Andhra,University)に約10目はかり講義

ならびに討論会に出かけた.飛行機がノ･イデラバｰド

をはなれウォルテァｰに近づくと海岸に平行した南北

方向の長い山脈がありそれをこえて南国情緒ゆたかな

ウォルテァｰ飛行場に着く･飛行機はノ･イデラバｰド

に来訪中のクリシュナン教授(Dr.M.S-Kris㎞anlアン

ドウラ大学地球物理学教室主任)といつしよであったので空

から南インドの地質を心ゆくまで満喫することができた

東海岸(ウオルテァｰ)

灘無

策海岸(ウオルテァｰ)�
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大学では早速総長はじめ理学部長で地質学教室の主

任マノ･デバン教授(Dr･C･M･had･…)とインドなら

びにこの大学での地球物理の現状について話し合った.

この大学はインドにおける古い大学の1つでありま

た地球物理学の教室･研究室としてはインドではバナレ

ス大学(BanaresHinduUniversity)カルカッタのカラ

クプｰル研究所(KarakPurInstituteOfTechn0109y)

と共に非常に有名である.そしてクリシュナン教授･

マハデバン教授は前回にもしるしたように今日のイン

ドの地球物理･地質をになうトップクラスの学者でこ

の大学では数多くの第一線学者が生れつつあるのを見た

かってこの大学にはカリフォルニアのU･S,Navy

E1ectronicsLaboratoryからラフォンド博士(Dr.E.C-

Laf･nd)が客員教授としてたびたび滞在し海洋学の研究

の基盤をきずいた.その影響によるのか今日でもこ

の大学では海洋学の研究が盛んであるが一方地球磁気学

･気象学には非常に力を入れている様子がうかがえた.

近く行なわれるべき国際インド洋観測には地元であるだ

けに自分たちもできるだけ参加したいと張切っていた･

この大学にはアスカニァの重力計Gs･11やソ連製の

重力計E-T↓の電気地震計･自然地震観測用の地震計

(ハイデラバｰドの観測所と同じように古いミルンショウ地震

計)それに超音波の弾性波測定装置｡ブラックショウ

型の磁気帯磁率測定装置などその他気象観測用｡およ

び海洋観測用の種々の測定器｡マイクロ波や放射能のパ

アントウラ大学地球物理教室の実験室(岩石磁気の帯磁率測定器)

ルスノ･イトァナライザｰ等の設備カミかなり整っている.

それにケンブリッジはじめ欧米の大学･研究機関には数

多くの留学生も出していた.

私が感じたことはこれらの研究者が海外から帰ってき

て長く地味に研究の仕事にたずさわれるようにするのが

必要なのでそのことを教授の方々に強調した,

この大学の地球物理学教室ではバンガロｰで私が講

義したと同じような内容のことを話しまたそれに関し

た討論会にも出席し度接室内実験等の問題にも相談にの

った.私は大学内のホステルに見晴しのいい部屋を与

えられ朝夕南国情緒ゆたかな海岸を散歩していろい

ろと物ごとを静かに考える時間を楽しむことができた.

第2学期カミはじまるので10月はじめふたたびハイデラバ

ｰドに戻ってきた.(つづく)

(筆者は物理探査部試験課長)

アンドゥ多大学(ウ毒ルタぎ一)

アンドウラ大学の気象観測所(ウオルテァｰ)�




